
 

  

 

 
 

「デジタルトランスフォーメーション(DX)」という言葉を耳にする機会が多くなっています。しかし、単に

著名な IT ソフトを導入したからといって、簡単に効果は出ません。デジタルを用いて業務改善を行うこと

で、本来注力すべきことに時間を使えるようになることが真の DX ではないでしょうか。今回は「面で捉え

る DX」と題し、情報集約方法からマーケティングまで、簡単な実践を交えながらお話しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度 飛騨市「市内企業の魅力発信事業」 

Google フォーム（詳細裏面） 予約 

日 

時 令和 4 年 12 月 9 日 (金)  13:30～15:00 
会 

場 

■オンライン（ZOOM）※詳細は裏面「ご視聴にあたって」をご参照ください。 

または 

■飛騨市図書館２階 にじのひろば（飛騨市古川町本町２−２２） 

 

瀧村 孝一(たきむら こういち) kinbozu 株式会社代表取締役。特別養護老人ホーム介護職、通所介護生活相談員、回復期

リハビリテーション病院の地域医療連携室 経営企画室を経て、独立。現在は、業務改善の内製化支援や、マーケティング

支援を中心に事業を展開。ノーコードツールを使った医療介護現場の業務課題や、地域の課題を解決するノウハウを、ブロ

グや YouTube で発信中。サイボウズ公認 kintone エバンジェリスト。 

講師略歴 

主催：飛騨市 共催：古川町商工会、神岡商工会議所 

面で捉える DX 
～デジタルを活用した情報集約から顧客接点の作り方、マーケティングまで～ 

デジタル人材の内製化 情報集約からデータ分析までのシームレス化 DXを身近なものに 

DXで広がる企業発展の可能性！ 
ほぼすべての業種に当てはまる、情報集約からマーケティングに至るまでの課題をデ

ジタルで解決する方法を、「事例」を通じてわかりやすくお伝えします。 

◯初めてでもできる、デジタルを活用した情報集約の方法とは 

◯点ではなく、面で捉える DX とは 

◯DX を身近なものとするための第一歩とは 

講師：kinbozu株式会社代表取締役 瀧村 孝一 氏 

プログラム 

対 

象 

・市内企業の経営者、総務、広報担当者 

・本セミナーに関心のある方 参加費 

無料 

令和 4 年度 飛騨市「市内企業の魅力情報発信事業」（全 4 回シリーズ）第 4 回 



 

 

 

 

 

令和 4 年度 飛騨市「市内企業の魅力情報発信事業」について 

     8 月から 12 月にかけて全 4 回のシリーズで、飛騨市内企業の魅力発信強化をはかります。 

※全４回とも無料です。回ごとに参加を受け付けます。 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

※ ご記入いただいた個人情報は、本セミナーの管理運営および飛騨市が行う各種事業のために使用させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 開催日(予定) テーマと内容（予定） 

1 
8月30日(火) 

（開催済） 

〔来場・オンライン併用セミナー〕 講師：(株)ゴーアヘッドワークス 蒲 優祐 氏 

企業のデザイン×発信力を向上！デザイン思考セミナー 

◯「デザイン思考」とは何か ◯自社の「デザイン力」の現状把握 

○デザイン力の向上は採用力強化につながるのか 

2 
10月28日(金) 

13:30～15:00 

〔オンラインセミナー〕 講師：ジンサポ！ぎふ 細江 克仁 氏ら3名 

最前線！採用力強化セミナー～未来に向けて今から準備すること～ 

◯採用力強化に向けて2022年現在必要なこと、2025年に向けて今から準備すること 

◯県内企業の採用力向上の好事例 ◯採用力強化に向けた、求職者を惹きつける動画の活用 

3 
11月22日(火) 

13:30～15:00 

〔来場型セミナー〕 講師：経営労務サポートオフィス ぶどうの樹 森 千晴 氏 

兼業副業で広がる企業の魅力～兼業副業の受入れ、送り出し時の労務ポイント～ 

◯兼業・副業の現状 ◯中小企業が受入れ、送り出しを始める際の第一歩目の取り組みとは 

◯新しい働き方に関する制度に潜む、労務リスクとその回避策とは 

4 
12月9日(金) 

13:30～15:00 

〔来場・オンライン併用セミナー〕 講師：kinbozu(株) 瀧村 孝一 氏 

面で捉えるDX～デジタルを活用した情報集約から顧客接点の作り方、マーケティングまで～ 

◯初めてでもできる、デジタルを活用した情報集約の方法とは 

◯点ではなく、面で捉えるDXとは ◯DXを身近なものとするための第一歩とは 

ご視聴にあたって 

・本セミナーはオンライン（ZOOM）配信と会場参加のハイブリッド型を予定しています。 

・オンラインでのご視聴を希望される方は、事前にウェブ会議システム「ZOOM」アプリのインストール

をお願いします。会議 URL は開催日までにお申込みメールアドレスに送付いたします。 

・オンライン視聴時の通信費はお客様のご負担となりますのでご了承ください。 

 

申込みは Google フォーム 

 

にて受け付けます。 

Google フォーム内、申込みフォームに沿って 

ご記入ください。 

申込み QR コード 

 
https://forms.gle/K1oEtagVbsd2Znn87 

 

（お問合せ）株式会社十六総合研究所 飛騨國サテライト（担当：森） 

mail:16soukenhida@gmail.com  tel:080-7415-5714 

本事業は株式会社十六総合研究所が飛騨市の委託を受けて実施しています。 

   今回 

経済産業省「デジタルガバナンス・コード 2.0」（2022 年 9 月改定）では DX の定義を、「企業がビジネス

環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサー

ビス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、

競争上の優位性を確立すること。」としています。 

DX（デジタルトランスフォーメーション）とは？ 


